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○
印
は
そ
の
他
の
役
旦

○
粟
津
明
博
○
平
Ⅲ
勇
人

今
井
潔
三
田
渚

植
木
哲
宮
坂
果
麻
理

大
塚
錆
子
籾
山
鎌
吾

大
野
正
博

○
岡
寄
修

撫
藤
康
輝

佐
藤
千
春

◎
杉
島
正
秋

○
高
梨
文
彦

高
森
八
四
郎

中
村
良

朝
日
大
学
法
学
会
会
則

第
一
条
（
緒
称
）
本
会
は
、
朝
Ⅱ
大
学
法
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
（
聯
務
所
）
本
会
の
事
務
所
は
、
朝
Ｈ
大
学
法
学
部
内
に
お
く
。

第
三
条
（
Ⅱ
的
）
本
会
は
、
法
学
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
学
術
の
研
究
・
調
査
お
よ
び
発

表
を
日
的
と
す
る
。

第
四
条
（
聯
業
）
本
会
は
、
前
条
の
Ⅱ
的
を
述
成
す
る
た
め
、
左
記
の
聯
業
を
行
う
。

一
研
究
機
関
誌
「
棚
Ⅱ
法
学
論
災
」
の
発
行

二
研
究
会
お
よ
び
誰
城
会
の
開
催

三
そ
の
他
、
本
会
の
役
貝
会
が
適
当
と
脳
め
た
馴
業

節
五
条
（
会
貝
）
本
会
は
、
左
記
の
会
貝
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

一
正
会
典
木
学
法
学
部
お
よ
び
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
専
任
教

貝
で
、
法
学
ま
た
は
こ
れ
に
側
連
す
る
学
術
を
専
攻
す
る
若

二
学
生
会
貝
本
学
法
学
部
お
よ
び
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
の
在
学
生

三
礎
助
会
貝
本
会
の
趣
旨
に
擬
同
し
、
役
貝
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
者

節
六
条
（
会
貝
の
特
典
）
嵯
越
岬
荊
銃
識
”
鑑
鶏
剛
諏
施
粋
錨
華
些
施
翻
諏
鑑
喪
け
、
そ
の
他
本
会

第
七
条
（
役
貝
）
本
会
に
は
、
左
記
の
役
貝
を
お
く
。

一
会
長
法
学
部
長
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

二
委
貝
正
会
貝
の
互
選
に
よ
る
。

１
編
集
委
員
勝
干
潟

２
巡
営
委
貝
若
干
名

３
会
計
委
貝
二
渦

４
会
計
監
査
委
貝
二
塙

第
八
条
（
役
貝
の
任
務
）
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
本
会
の
事
務
を
統
括
す
る
。

編
集
委
員
は
、
朝
日
法
学
論
集
そ
の
他
研
究
業
縦
の
公
刊
に
関
す
る
編
集

事
務
を
担
当
す
る
。

運
営
委
員
は
、
本
会
の
事
業
の
運
営
を
担
当
す
る
。

会
計
委
員
は
、
本
会
の
会
計
事
務
を
担
当
す
る
．

会
計
監
査
委
貝
は
、
本
会
の
会
計
監
査
を
担
当
す
る
。

第
九
条
（
役
員
の
任
期
）
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
．

第
十
条
（
会
灘
）
会
員
は
、
所
定
の
会
費
を
納
め
る
も
の
と
す
る
。
会
費
に
つ
い
て
は
、
役

員
会
が
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

第
十
一
条
（
経
賀
）
本
会
の
経
費
は
、
会
敷
・
補
助
金
・
寄
付
金
お
よ
び
そ
の
他
の
収
入
を

も
っ
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

第
十
二
条
（
事
業
年
度
）
本
会
の
事
業
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
Ｈ

に
終
わ
る
。

第
十
三
条
（
会
則
の
改
正
）
本
会
会
則
の
改
正
に
は
、
正
会
員
の
過
半
数
の
同
意
を
要
す
る
。

附
則
本
会
前
は
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
六
日
よ
り
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。






